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悪
果
、

事国体に感謝状

「
川
を
美
し
く
」
と
約
五
年

前
か
ら
毎
月
第
一
@
第
三
日
曜

日
(
商
居
街
の
定
休
日
)
に
、

肱
川
河
口
岸
な
ど
の
清
掃
を
続

け
て
い
る
長
浜
の
H

第
八
部
落

川
を
美
し
く
す
る
会
勺
第
十
七

部
落
川
を
美
し
く
す
る
会
μ

と

「
健
康
な
人
事
つ
く
り
は
環
境
整

備
か
ら
L

と
昨
年
六
月
か
ら
年

四
回
か
ら
六
回
に
か
け
て
地
域

を
流
れ
る
三
本
の
川
や
地
域
内

の
下
水
溝
な
ど
の
清
掃
を
続
け

て
い
る

f
日
滝
地
区
保
健
衛
生

推
進
協
議
会
H

(

会
長
e

西
岡

通
福
さ
ん
)
が
さ
る
七
月
十
四

日
、
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局

か
ら
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し

た。

建設省
から

投

入

U
お
叫
8
仙川
5

帯

1
J
二
一
、
三
人
が
コ
ミ
そ
う
じ
を
始
一

ο第
十
七
部
落
川
を
美
し
く
す
一
費
、
作
業
林
道
開
設
費
、
踏
切
一

割
必
入
亡
除
世
4
0
一
め
た
。
と
こ
ろ
が
い
つ
の
間
に
一
る
会
μ

の
名
称
や
定
期
清
掃
日
一
道
整
備
工
事
費
、
非
常
備
消
防
一
一

帯

ふ

転

死

自

一

一

世

M

H

=

権
忠
一
一
一
か
二
戸
に
一
人
が
出
る
と
い
う
一
も
決
ま
り
今
で
は
流
れ
て
く
る
費
、
学
校
管
理
費
な
ど
。
こ
れ
一

口

口

動

段

却

恥

5

動
一
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
に
盛
灯
あ
一
ゴ
ミ
と
根
比
べ
の
ご
と
く
奉
仕
一
に
よ
り
本
予
算
総
額
は
、
六
億

は
人
異
生
耳
轍
異
一
が
り
、
公
民
館
組
織
に
よ
る
、
ニ
活
動
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
現
一
四
千
三
十
九
万
八
千
円
と
な
り
一
一

哀

の

止

7

の

一

日

日

中

裁

1
j
世
中
第
八
部
落
川
学
一
美
し
く
す
る
会
一
在
に
至
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
一
ま
し
た
。

引
円
バ
月
九
虫
記
川
相
2

月

月

一

一

マ

非

常

勤

職

員

の

公

務

災

害

十

|

山

剛

雄

一

一

一

一

川

一

健

康

は

き

れ

い

な

町

か

ら

一

補

償

請

を

一

部

改

正

一

一

一

&

暑

い

。

と

に

か

く

暑

い

h

お

も

に

、

遺

族

年

金

と

傷

害

三

一

一

と

い

う

て

お

る

う

ち

に

い

っ

し

戸

島

一

-

白

滝

地

区

保

健

衛

生

推

進

協

議

会

1
i

一

保

障

年

金

の

支

給

率

が

引

き

上

一

一

工

か

秋

の

気

が

し

の

び

よ

り

、

や

巳

金

畏

ア

茂

一

占

滝

地

区

保

健

衛

生

推

進

一

町

つ

く

り

が

必

要

」

と

、

地

区

一

げ

ら

れ

ま

し

た

。

引

上

げ

率

は

老

人

を

ニ

が

て

「

お

寒

ラ

ご

ざ

い

ま

す

」

3
A
4
詩

笠

置

協

義

人

式

は

、

白

竜

¥

学

校

、

瓦

民

の

自

主

的

な

健

康

活

動

が

一

|

遺

族

年

金

で

は

|

一

一

と

挨

拶

す

る

時

期

が

や

っ

て

く

唱

g

リ
j

一

時

f
Hザ主
計

計

十

号

、

信

一

五

缶

詰

告

か

ら

一

一

日

γ

一
戸
日
本
ほ
ど
春
夏
秋
冬
四
季

回

陣

争

斡

:

:

一

九

区

古

一

一

干

六

区

1
百
一
一
干
一
動
を
つ
申
つ
け
て
い
る
も
の
。
清
一

l
傷
害
年
金
で
は

l

二

し

よ

う

二

の

区

別

が

は

っ

き

り

し

て

、

そ

{

守

一

八

区

百

四

十

八

区

・

百

四

十

一

掃

は

各

戸

と

も

一

家

総

出

で

立

最

低

倍

率

一

七

1
四

五

倍

増

一

一

二

れ

ぞ

れ

の

季

節

に

ふ

さ

わ

し

い

九

区

ら

十

五

の

区

の

か

た

が

た

一

な

っ

て

い

る

。

肱

川

本

流

に

つ

一

し

二

二

自

然

の

変

化

と

そ

れ

に

マ

ッ

チ

贈
呈
式
は
高
松
市
当
建
設
局
一
が
、
ま
た
、
白
滝
地
区
保
健
衛

i

一

目

的

目

掛

ド

リ

計

料

一

臨

時

古

川

帥

れ

同

日

十

一

肝

日

四

日

四

』

軒

町

」

民

間

日

山

一

へ

で

陳

情

文

書

受

理

理

事

者

一

一

一

一

位

向

投

刊

行

石

田
辰
喜
さ
ん
・
西
田
玉
子
さ
ん
一
し
た
o

一

域

内

の

下

水

道

な

と

一

治

、

町

内

の

美

化

、

蚊

や

ハ

エ

付

出

海

漁

港

港

口

渓

深

工

事

一

一

二

&

そ

し

て

ま

た

こ

れ

に

伴

な

っ

一

こ

こ

の

場

合

は

、

長

浜

の

川

一

の

発

生

に

ブ

レ

ー

キ

を

か

け

る

一

に

つ

い

て

|

出

海

代

表

。

野

地

一

一

て

天

候

の

変

化

も

移

り

変

り

が

ゴ

ミ

と

限

比

べ

一

一

を

そ

く

す

る

会

の

発

足

と

は

瓦

果

と

な

り

、

豊

島

2
一

都

代

喜

さ

ん

か

ら

。

一

発

委

員

会

等

で

検

討

を

し

て

い

一

一

早

く

て

人

々

は

自

明

言

と

天

t
1
1
A
J

一
一
や
や
異
な
り
、
「
健
康
な
人
づ
く
一
に
も
大
き
く
効
果
を
あ
げ
て
い
一
口
今
坊
保
育
所
新
設
に
つ
い
一
た
だ
い
て
議
会
に
も
相
談
を
い
一
一
候
に
敏
感
に
な
る
。
ム
「
い
い

り
に
は
清
潔
で
明
る
く
美
し
い
一
ま
す
。
一
て
|
喜
多
灘
保
育
所
母
の
会
会
一
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
Q

一

一

お

天

気

で

ご

ざ

い

ま

す

」

「

お

川

を

美

し

く

す

る

会

-

一

:
;
J
-
e
i
l
i
-
-
〉

(
1
1
t
j
J
J
J
L
e
-
-
-
・

一

長

・

東

安

子

、

副

会

長

・

津

田

一

一

一

暑

う

ご

ざ

い

ま

す

」

「

お

寒

う

長
浜
第
八
、
十
七
雲
市
一
と
と
か
ら
流
れ
て
く
る
の
か
一
日

f

H

一
長
浜
開
発
公
社
基
本
財
産
と
一
号
ん
ほ
か
三
十
人
。
一

8
・

8
臨

時

一

|

一

活

動

を

再

開

し

一

J
村

山

百

恥

日

以

を

美

し

く

す

る

合

、

ち

ょ

う

一

だ

れ

が

捨

て

る

の

か

、

こ

こ

は

一

選

叫

冊

一

見

守

百

日

記

一

0
一

般

質

問

。

↑

会

か

ら

一

一

一

た

長

浜

奨

善

会

は

一

寒

の

み

ぎ

り

」

日

常

の

挨

拶

や

同
刈
駐
日
間
れ
た
一
日
ト
っ
と
目
を
離
す
と
、

p

i

l

l

一
予
算
恥
は
一
一
一
億
二
千
五
百
一
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
一
一
一
元
ま
ず
乳
児
保
育
所
一
音
信
な
ど
に
は
必
ず
気
候
、
天

日

時

U
巧

恥

曜

日

一

即

時

間

一

昨

市

川

一

川

れ

時

|

一

一

一

ぶ

軒

軒

下

山

下

一

町

担

問

時

間

信

計

五

日

町

村

片

付

F
M
ヨ

ヰ

日

一

訪

問

吋

副

長

vq

浜
大
橋
の
真
下
か
ら
ア
サ
リ
の
一
観
光
的
に
見
苦
し
い
ば
か
り
か
一
会
か
ら
八
十
万
円
を
補
正
一
催
さ
れ
た
い
。
(
小
川
儀
三
郎
)
一
本
町
議
会
の
意
向
に
つ
い
て
、
一
ヵ
ざ
か
ら
旧
会
員
を
は
一
計
一
一
日
制
わ
れ
計
れ

一
二
な
ど
も
発
生
し
て
不
衛
生
一
マ
一
般
会
計
に
百
青
島
港
内
の
浮
桟
ば
し
渡
り
一
答
弁
今
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
一
異
議
な
し
の
答
申
を
す
る
こ
と
一
り
ご
じ
め
区
長
会
、
公
一

川

い

一

だ

っ

た

た

め

、

近

く

の

主

婦

ら

一

五

千

円

を

追

加

補

正

橋

新

設

工

事

費

と

し

て

Q

こ
れ
一
公
式
に
発
表
の
で
き
る
内
容
が
一
を
決
め
ま
し
た
。
一
材
一
民
館
、
民
生
委
員
一
紅
白
ぷ
ぷ
片
山
科

日

よ

り

本

予

算

総

額

川

八

百

七

一

定

ま

っ

て

な

い

の

で

差

し

干

ぇ

一

協

一

ら

の

協

力

で

新

会

一

の

発

展

繁

栄

に

大

い

に

寄

与

し

万

一

辺

計

院

長

立

て

に

つ

十

日

一

…

一

回

目

け

じ

日

間

一

一

〈

一

員

の

募

集

を

開

始

一

て

い

る

こ

と

は

案

外

気

づ

か

れ

一
軍
一
し
ま
し
た
が
、
そ
一
て
い
な
い
ら
し
い
。
&
と
い
う

も
日
田
君
、
伊
予
壁
面
約
一

3
2
P
E
t
u
-
-
i
f
-
-日
長
一

1

1

の
結
果
が
七
月
十
一
の
は
人
聞
の
文
化
は
知
恵
、
学

工

町

民

話

M
h九
五

一

臨

時

工

業

開

発

に

つ

い

て

は

昭

和

四

九

一

一

白

日

開

抗

日

日

日

…

唯

一

計

一

一

一

守

口

U
Mれい

と
の
認
可
申
請
(
県
知
事
へ
)
」
一
応
事
ム
十
五
年
七
月
十
五
日
発
行
の
「
広
報
な
比
一
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
一
と
記
憶
と
い
ラ
働
ぎ
か
ら
で

一

九

回

目

園

田

岡

ペ

一

が

は

ま

」

号

外

を

も

;

」

れ

ま

で

の

晶

子

。

↑

て

い

る

も

の

で

あ

る

o

舎

の

A計
医
院
幹
若
人
一
一
一
時
江
大
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
竺
な
お
、
会
員
募
集
は
そ
の
後
一
暑
い
暑
い
時
に
こ
う
い
う
こ
と

は

時

刊

誌

は

町

村

一

句

協

セ

詰

同

町

立

見

守

口

…

一

号

諮

問

誌

山

口

一

日

九

九

」

誤

認

は

の
組
合
立
で
建
設
す
る
こ
と
が
一
一
一
静
一

8

5

た

時

間

訂

師

自

主

す

。

一

日

一

訳

出

目

立

凶

作

り

、

設

立

認

可

等

の

見

一

一

一

の

設

立

許

可

下

り

る

。

一

一

一

新

会

員

加

入

状

況

一

世

界

の

他

の

国

々

と

は

比

較

に

お

し

も

つ

い

て

き

た

の

で

今

一

一

一

回
そ
の
一
部
事
務
組
合
を
設
立
一
品

8
・
4

地
域
開
発
特
別
委
員
会
開
会
¥
O開
発
公
社
設
立

f

地
区
別
加
入
者
数
一
な
ら
な
い
記
憶
の
量
を
蓄
積
し

す
る
と
と
と
な
り
ま
し
た
o

Z

許
可
に
つ
い
て

O
公
有
水
面
埋
立
て
認
下
に
つ
い
て
一
一
一
長
浜
三
一
一

O

一
て
き
た
の
だ
と
い
ラ
o
A
そ
れ

7
@
D定
列

元

日

時

日

ゴ

日

計

駄

目

口

措

法

一

二

時

日

一

一

一

羽

一

一

一

昨

昨

日

υι時
時

ピ

N
G

一
心
工
業
用
水
の
対
策
に
つ
い
て

O
道
路
公
共
事
業
等
に
弘
一
沖
浦
二
一
一
み
ず
み
で
生
活
し
て
き
た
一
般

会

か

ら

一

一

一

つ

い

て

O
住
宅
問
題
に
つ
い
て
町
長
説
足
。
一
一
一
今
坊
二
三
一
庶
民
に
至
る
ま
で
知
識
吸
収
の

マ
四
十
四
年
度
水
道
事
業
企
石

8
0
5

漁
業
補
償
、
町
か
ら
の
最
終
提
示
百
千
万
円
で
一
一
一
鮒
地
一
一
何
十
基
礎
が
で
き
て
い
た
と
い
う
訳

業

会

計

の

決

算

す

佐

認

定

一

ャ

交

渉

内

定

。

町

一

出

海

一

一

一

一

だ

o
A
情
報
化
時
代
を
迎
え
て

(
内
容
は
、
九
月
号
本
紙
で
一
一
一
0
0

・
8

県
知
事
か
ら
、
埋
立
て
に
つ
い
て
本
町
議
会
の
意
土
相
生
五

O

一
力
よ
り
も
物
よ
り
も
金

公
表
し
ま
す
Q

)

一
一
一
見
を
求
め
る
諮
問
を
受
け
た
こ
と
に
た
い
し
て
、
町
一
一
一
豊
茂
一
九
一
情
報
が
巾
を
き
か
す
o

我
々
長

マ
一
般
会
計
に
千
五
十
六
万
一
一
一
議
会
第
三
回
臨
時
会
を
開
き
、
こ
れ
を
は
か
る
。
こ
知
一
白
滝
五

O

一
浜
町
民
、
あ
の
冬
の
り
ん
れ
つ

八
千
円
を
追
加
補
正
一
一
一
の
結
果
全
員
一
致
で
、
異
議
の
な
い
こ
と
を
答
申
す
い
一
柴
二
四
一
な
肱
川
嵐
が
あ
る
だ
け
で
も
記
司

お

も

な

も

の

は

、

有

線

放

送

手

る

よ

ラ

決

ま

る

。

一

一

一

戒

川

一

七

一

憶

の

節

が

一

つ

多

い

わ

け

。

意

一

施
設
費
、
企
画
費
、
保
育
所
費
孟

8
0
旬
知
事
の
諮
問
に
た
い
し
、
議
決
の
と
お
り
答
申
。
間
一
そ
の
他
二
一
を
強
く
し
て
情
報
の
持
主
と
な
一

漁
礁
設
置
費
、
県
単
治
山
工
事
一
河
川

Z
Hリ
翌
日
』
刊
誌

λ
R
H
A
4
3品
川
昨
日
昔
話
日
目
「
一
総
数
六
三

O

ろ
う
で
は
な
い
か
。

4 

印刷所愛媛協同印刷限

、福

J¥ 

そうじする「白滝地区保健衛生推進

の人たち

='マ〉訴事伊三三
三密輸亀三

翼
善
ム
宮

会
員
閑
人
に
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敬老の日

~ ，;;主カぎ

9月15日は

な幸艮》童三
唖圏弘

昭和45年8月20日

長
寿
ー___.‘

女性一番の長寿
テレ笑いの松野フサさん97才番

は
フ
サ
さ
ん

男
性
は
徳
市
さ
ん

読
ん
で
ま
す
か
ん
げ

ま
す
。
住
民
あ
っ
て
の
行
政

と
い
わ
れ
る
よ
ろ
に
町
が
行

な
ラ
し
ご
と
は
、
す
べ
て
私

た
ち
町
民
の
生
活
の
た
め
に

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
町
が

行
な
ラ
こ
と
、
行
な
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
常
に
関

心
の
目
を
向
け
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
。
広
報
な
が
は
ま

て
U

な
ど
、
お
も
に
み
な
さ

ん
か
ら
の
記
事
を
の
せ
て
お

り
ま
す
。
広
報
係
で
は
今
後

も
な
お
、
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
や
お
た
よ
り
と
紙
面
の
上

で
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
交
流

が
も
て
ま
す
よ
ろ
願
っ
て
い

ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
。
私
た
ち
の

ものす がしきはやべはは除ぶ十八八女 たとさ
の日まと楽てだ散ら、昔思ける四年区性さ。笑い
でをすにしもが歩れ毎とえば元才十のよて 顔と
す次元かみら、もる晩変ぬ、気。二新り、 をい
。々気えとラとさと七ら若ほで徳月田三次 作つ真よもめす生れ立とに 生六ささ
とで、いこくれい勺ずさか、市五徳つに つたをくよて。活以たと庭現ま年んれ

芝手空22円売2認す究駁EEzzzhi雪AZよさ童?員宅在均百三Z
てし人とサア話といも。十遠はまん長の らニせええ気しれたな因こ三九二番松
ほいに。シンし。寝よ食四い、れ。浜ー いツてる、で、てきりでろ年十十、野
し敬は パマも日酒〈べ才のす。明三番 まコく。耳、きいり、足ん前七三明フ
い老ま ツを好中も食物とをこ九治十は しリだ写も目わまのそがだ頃才日治サ
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!一一一 国勢調査内容 いのさ県国がのな国こ
iしどき府 員内行全

|圏構や・勢伺みわいと
(1) 氏 名 問仕事をしたかどうかの|は震男市調いなれっし

包)世帯主との続柿 別 |も室女区査まさませの

間男女の別 問宇輩怨gA宇用者|見4zmρは
(4) 出生の年月 齢 |んに令の全たも国一

同塾め先・業主などの名| 、明に入国 にち勢日
(5) 国 籍 称および事業の種類|都ら職ロ・ もろ謂に

(6) 配偶の関係(結婚して岡本人の仕事の種類 |道か業の都 調ん査は
いるかどうかの別) 闘従業地または通学地|府にな大道 査町が、

(7) 結婚年数 日f 従業地または通学地ま
(8) いままでに生んだ子供 での利用交通手段

の数 個世帯の種類

(9) 現住居に入居した時期間住居の種類(持ち家-

U目前住地 借家などの別)

凶教育(在学か否かの別刷住宅の居住室数
在学または最終卒業学
震の種類) 凶居住室の畳数

凶 家計の収入の種類

男性一番の長寿
散歩中の新田徳市さん94才長

浜
町

消
防
団

全
員

階級別に整備されたヘルメツ卜 {こ
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真島ぎて旨里高忠弘橋 | 暗雲理0203司王量産号富
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L司

し

は

と

国

勢

調

査

叩
月
1
日
い
っ
せ
い
に

の

年

「ーこんなときは一一一一I

1-検察審査会へ l

交
通
事
故
、
詐

欺
、
お
ど
し
な
ど

犯
罪
の
被
害
に
あ

っ
て
警
察
、
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け

て
く
れ
な
い
、
ど

う
も
な
っ
と
く
が

で
き
な
い
。
〉
」
kazJ

い
う
か
た
は
、
そ

の
ま
ま
泣
き
寝
入

県
や
、
市
区
町
村
の
行
政
の
基

本
と
な
る
資
料
を
得
る
た
め
五

年
に
一
回
行
な
わ
れ
る
も
の
で

す。
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
と
き

は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ど
協
力

く
だ
さ
い
。
調
査
の
内
容
は
、

お
も
に
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す

か
ら
、
一
度
、
た
め
し
記
入
を

し
て
み
て
く
だ
き
い
。

り
し
な
い
で
大
洲
検
察
審
査
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は

い
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で

@
検
察
審
査
会
と
は
ど
の
よ

う
な
制
度
で
し
ょ
う
か
。

検
察
審
査
会
は
、
国
民
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
十
一
人
の
検
察

審
査
員
が
検
察
官
の
し
ご
と
の

や
り
方
を
審
査
す
る
制
度
で

す
。
こ
と
ば
を
か
え
て
い
い
ま

す
と
検
察
官
の
し
ご
と
の
う
え

に
一
般
国
民
の
良
識
を
反
映
さ

せ
る
制
度
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

@
検
察
審
査
会
は
次
の
ニ
つ

の
し
ご
と
を
し
ま
す
。

什
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
の

当
否
の
審
査

検
察
官
が
事
件
を
不
起
訴

に
し
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た

か
ど
う
か
|
た
と
え
ば
事
件

の
捜
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た

り
、
事
実
の
判
断
を
誤
っ
た

り
な
ど
し
て
い
な
い
か
ー
を

審
査
し
ま
す
。

同
検
察
事
務
の
改
善
に
関

す
る
建
議
勧
告

検
察
庁
の
し
ご
と
全
般
に

新設なった浮さん橋と渡り橋

つ
い
て
、
も
し
改
善
す
べ
き

点
が
あ
れ
ば
、
検
事
正
に
た

い
し
て
そ
の
点
を
指
摘
し
て

改
め
る
よ
う
申
し
入
れ
を
し

ま
す
。

』昌司九
月
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

台
風
の
月
。

そ
こ
で
次
の
こ
と
を
心
得
て

お
き
ま
し
ょ
ラ
。

台
風
が
発
生
し
た
ら
・
・
-

O
台
風
情
報
を
続
け
て
開
き

ま
し
ょ
う
。

台
風
が
日
本
に
近
づ
く
に
つ

れ
て
、
「
い
つ
」
「
ど
こ
え
」

な
ど
詳
し
い
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
き
ま
す
。
新
し
い
観
測
資

料
が
入
っ
て
く
る
と
、
前
に
出

て
い
た
台
風
情
報
や
予
報
は
更

新
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
は
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど

を
通
じ
て
、
そ
の
つ
ど
報
道
さ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
新
聞

や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
、
一
回
だ
け

台
風
情
報
や
予
報
を
聞
い
て
、

早
の
み
と
み
し
な
い
で
、
つ
ぎ

つ
夕
、
に
出
さ
れ
る
新
し
い
情
報

に
注
意
し
て
対
処
し
て
く
だ
さ

B
V
 

台
風
が
来
そ
う
だ
っ

た
ら
・...•• 
0
少
な
く
と
も
次
の
こ
と
を

付
看
板
や
へ
い
、
煙
突
な
ど

は
、
あ
ら
か
じ
め
補
強
し
て
倒

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

H
H
窓
や
雨
戸
が
飛
ば
さ
れ
て

家
の
中
へ
風
が
吹
き
こ
む
と
、

木
造
の
家
屋
は
案
外
も
ろ
く
倒

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
注
意
す

る
こ
と
。

国
ト
タ
シ
や
屋
根
が
わ
ら
、

看
板
な
ど
が
風
で
飛
ば
さ
れ
、

頭
な
ど
に
お
ち
て
思
わ
ぬ
ケ
ガ

を
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意

す
る
こ
と
。

同
下
水
な
ど
は
、
水
は
け
が

悪
く
な
ら
な
い
よ
ラ
注
意
す
る

こト」。同
被
害
の
お
こ
り
や
す
い
と

こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
人
は
あ
ら

か
じ
め
、
万
一
の
場
合
の
避
難

場
所
を
確
か
め
て
お
く
こ
と
。

的
停
電
に
そ
な
え
、
懐
中
電

灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ

な
ど
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
。
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|消防係です|

三試

消
防
係
と
い
ラ
と
、
消
防
団

と
ち
ょ
っ
と
区
分
け
し
に
〈
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
結
構
忌

ん
で
す
が
、
細
か
く
分
け
て
み

る
と
、
消
防
係
は
常
勤
で
、
消
防

活
動
の
切
っ
ち
事
務
的
な
要
素
の

多
い
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
火
災
や
水
害
な
ど
の
防
災

活
動
の
企
爾
に
あ
た
り
消
防
団

の
本
部
と
い
っ
た
と
こ
ろ
-
で
す

き
て
、
「
消
防
」
と
い
ろ
と

と
ば
を
聞
く
と
、
多
か
っ
た
昨

年
度
の
火
災
を
思
い
出
し
ま

す
。
な
ん
と
多
か
っ
た
こ
と
。

一
カ
月
に
二
件
の
割
で
、
し
か

も
八
月
に
は
四
件
も
発
生
し
ま

し
た
。
季
節
を
問
わ
ず
、
世
の

中
進
ん
で
も
:
・
と
疑
い
た
く

な
る
ほ
ど
で
す
。
こ
の
う
ち
、

今
年
の
二
月
の
老
夫
婦
が
焼
死

さ
れ
た
小
里
さ
ん
宅
の
火
事
で

は
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま

ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

で
も
、
こ
ん
な
に
火
事
が
お

こ
っ
て
る
の
に
、
よ
く
も
ま
あ

み
な
一
軒
か
二
軒
く
ら
い
の
類

焼
で
済
ん
で
る
も
の
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
こ
れ
を
思
ラ
と
、

消
防
団
の
方
の
恩
恵
と
、
必
要
性

を
、
し
み
じ
み
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

火
災
な
ど
災
害
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
、
ま
ず
自
分
た
ち
の

手
で
防
ぐ
こ
と
が
第
一
で
す
。

そ
ラ
思
っ
て
い
て
も
、
最
近
の

若
い
人
た
ち
の
入
団
が
少
な
い

』E主カ営

lll 
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p

」
と
は
、
係
や
固
に
と
っ
て
も

大
き
な
悩
み
で
す
。
と
い
っ
て

誰
で
も
よ
い
か
ら
入
団
し
て
く

だ
さ
い
と
い
ラ
訳
に
は
い
き
ま

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
消
防
団

は
奉
仕
団
体
だ
か
ら
で
す
。
奉

仕
団
体
員
と
し
て
必
要
な
こ
と

は
、
何
よ
り
も
自
主
性
が
必
要

で
す
。
火
事
が
お
こ
っ
た
が
団

員
は
出
動
し
な
い
で
は
困
る
の

で
す
。
現
在
入
団
さ
れ
て
い
る

み
な
さ
ん
は
、
火
災
が
お
こ
れ

ば
勤
務
先
や
家
業
も
放
っ
た
ら

か
し
て
出
動
さ
れ
ま
す
。
と
く

に
商
売
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
人

な
ど
は
、
お
得
意
の
た
い
せ
つ

な
お
客
さ
ん
ま
で
放
っ
て
し
ま

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
Q

し
か
も
こ
の
よ
う

な
犠
牲
は
何
度
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
あ
る
団
員
は
、
こ
う

い
っ
て
ま
す
。
「
放
っ
て
お
い

た
か
ら
と
い
っ
て
お
客
さ
ん
は

決
し
て
そ
の
た
め
に
お
得
意
を

憐
れ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な

い
で
す
よ
。
い
や
、
む
し
ろ
感

謝
さ
れ
、
逆
に
人
間
的
な
信
用

を
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
。

若
い
団
員
を
求
む
と
い
っ
て

と

アイチK7?
、ぶ¥

も
、
中
に
は
奥
さ
ん
の
あ
る
方

も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
Q

そ

ん
な
場
合
に
は
、
や
は
り
奥
さ

容ぉ
忍にた
ι ず
ね
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(4) 

知
っ
て
お
こ
う

(第166号)
ぞziま

間
関

き
を
、
人
間
に
置
ぎ
換
え
て
表
一
と
い
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
音
一
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
し
か
も
全

現
す
る
と
、
リ
ズ
ム
と
ユ
i
モ
一
楽
は
、
だ
れ
が
お
つ
く
り
に
な
一
国
の
郷
土
芸
能
の
代
表
と
し
て

む
一
ア
が
で
て
く
る
こ
と
に
気
付
い
一
り
ま
し
た
か
?
一
選
ば
れ
た
の
か
。

剖

一

た

ん

で

す

。

一

川

国

各

地

の

変

っ

た

盆

踊

一

そ

れ

は

l

i

l

i

-

-

-

-

ん
一
ー
ー
な
る
ほ
ど
。
農
機
具
が
一
り
や
、
長
浜
へ
芝
居
を
見
物
に
一
日
本
と
い
ラ
国
は
H

米
μ

の
国

抱
一
人
聞
に
置
き
換
え
ら
れ
る
と
こ
一
行
っ
た
帰
り
、
坦
や
、
芝
居
ば
や
一
で
あ
る
そ
こ
で
こ
れ
を
象
徴

制
一
ろ
に
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
わ
け
一
し
ゃ
民
謡
を
、
あ
れ
こ
れ
考
え
一
す
る
芸
能
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ

剛

一

で

す

ね

。

一

ま

し

た

。

一

た

。

そ

こ

で

候

補

に

あ

が

っ

た

本
一
川
問
え
1
そ
ラ
で
す
。
実
一
そ
の
う
ち
、
い
そ
ぶ
し
の
リ
一
の
が
「
豊
年
踊
り
」
。
し
か
し

日

本

万

国

博

・

日

本

の

日

の

前

一

は

、

実

物

を

使

お

う

か

と

思

っ

一

ズ

ム

に

ピ

ッ

タ

リ

乗

る

こ

と

が

一

豊

年

踊

り

と

い

っ

て

も

、

内

容

=

式

典

の

ア

ト

ラ

ク

ν

ョ

ン

日

本

写

一

た

ん

で

す

が

ね

。

実

物

を

使

い

一

わ

か

り

ま

し

て

ね

。

「

田

植

歌

」

一

こ

そ

違

え

、

全

国

に

十

数

種

類

百

ι日
程
い
で
山
一
-
一
一
一
一
一
一
一
十
ト
一
吋
粧
市
川
可
能
川
口
一
時
間
同
日

一一一一一一一一一一山山一一一山一時一
γ

一一一一…

ι……片山石川一一昨日一一一目前一一一一一一

一

そ

こ

で

、

乙

の

豊

年

踊

り

に

一

も

美

し

さ

が

で

ま

せ

ん

の

で

こ

に

一

た

ん

で

す

。

一

め

ら

れ

ま

し

た

か

?

一

こ

と

汁

池

川

J

I

l

l

-

一

つ

い

て

原

作

者

の

川

田

時

衛

三

れ

に

苦

労

し

ま

し

た

。

」

一

1

1

1

1

と

、

こ

の

一

川

田

し

ゃ

み

せ

ん

と

尺

八

高

額

韓

国

富

士

(

現

在

七

一

き

へ

の

イ

ン

一

l

l

そ

う

で

す

ね

。

「

美

の

駒

一

踊

り

皇

賞

、

田

植

か

ら

竺

の

は

や

し

を

入

れ

て

、

十

一

景

一

髄

齢

藤

監

院

麟

一

ビ

ュ

ー

の

記

録

を

、

再

び

竺

表

現

」

は

、

む

つ

か

し

い

で

し

年

一

ま

っ

て

、

し

よ

う

や

に

、

ね

ん

一

二

十

五

分

に

ま

と

め

ま

し

た

。

7

i

l

i

-

-

E

i

-

-

ま

す

。

(

本

紙

九

四

号

で

一

ょ

う

ね

。

量

一

ぐ

を

納

め

る

ま

で

の

農

作

業

の

一

l

と

こ

ろ

で

、

豊

年

踊

り

一

門

退

職

〕

一

す

で

に

掲

載

し

た

も

の

)

一

日

田

そ

こ

で

野

良

仕

事

を

「

一

v

l

ン

で

す

ね

o

一
の
見
ど
こ
ろ
は
、
ど
こ
ら
に
あ
一
六
月
三
十
日
退
職
者

一

!

|

豊

年

踊

り

は

、

ど

ん

な

一

し

削

が

ら

、

い

ろ

い

ろ

と

考

え

一

川

田

そ

う

で

す

o

一
る
の
で
し
ょ
よ
。
一
白
石
幸
子
(
総
務
課
有
線
)

一

動

機

で

つ

く

ら

れ

ま

し

た

か

?

一

た

あ

げ

く

、

「

宮

署

か

ら

い

|

こ

の

豊

年

踊

り

は

、

川

一

川

田

ど

の

ν

l

i

、

全

一

七

月

=

干

一

日

退

職

者

;

一

E
t
i
f
f
こ

〉

一

実

施

引

1

1

一
川
悶
冬
か
ら
春
に
か
け
て
一
収
穫
ま
で
を
踊
り
に
し
よ
ラ
c
」
一
も
ん
で
す
。
一
私
に
と
っ
て
は
楽
し
か
っ
た
と
国
さ
ん
が
何
才
の
と
き
つ
く
ら
一
部
見
ど
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
の
中
一
藤
井
起
一
(
青
島
丸
船
長
)
l
ト
|
|
|
げ
ト
|
卜
1
1
1
」

一
激
し
い
肱
川
お
ろ
し
の
洗
礼
を
了
」
思
い
つ
い
た
ん
で
す
よ
。
一
そ
こ
で
ね
、
詳
し
ま
し
て
一
い
う
こ
と
に
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
た
ん
で
す
か
グ
一
で
も
、
特
別
と
い
い
ま
す
と
ね
一
時
究
臨
時

ryヨ
ー

円

山

小

川

町

什

砕

醐

慨

糊

丹

市

直

属

国

管

以

片

岡

陸

伶

ま
も
に
受
け
る
相
生
地
区
竺
|
|
そ
れ
で
、
ど
の
よ
う
に
一
ま
り
を
行
な
っ
て
、
稲
刈
り
、
一
れ
か
ら
、
だ
い
が
ら
を
使
っ
て
一
川
田
大
正
十
一
年
に
つ
く
一
万
石
、
だ
い
が
ら
の
ν
l
y
は
一
宮
ハ
ツ
ミ
(
同
)
。
7
A吋
川
副

H
H
d嗣
出

費

明

川

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

苦
し
い
農
民
の
暮
ら
し
の
中
に
一
し
て
振
付
け
を
な
さ
い
ま
し
た
一
塁
と
い

i
う
な
順
序
で
一
米
を
つ
く
と
い
う
こ
と
も
、
男
っ
た
ん
で
す
か
ら
ね
。
去
、
て
般
の
か
た
か
ら
定
評
が
あ
り
一
八
月
十
日
退
職
者
二
口
|
叫
利
引
リ
↓
|
川
昌
明
」
i引

l

i

l

l

i

tur--さいとき一
mmut制仇日
刊

U
Eて
量

よ

zs守
主

干

子

2
三

ま

F

2

、

俵

1門
主

子

(

長

浜

f
川
口
出
叶
川
問
問
川
川
山
川
J
i

農

作

業

高

り

に

仕

組

ん

だ

ら

一

か

ら

農

業

に

は

大

変

苦

労

し

た

一

っ

て

い

た

の

で

す

が

、

そ

れ

が

一

そ

こ

で

、

当

時

の

農

具

の

動

|

踊

り

:

目

安

生

命

一

;

し

ょ

ラ

や

へ

納

め

る

と

田

中

宏

幸

(

産

業

課

Z

E

-

-

f

h

h

l

l

F

H

H

i

l

l

i

-

-

l

l

4
1
f
o
l
i
-
-総
v
i
l
l
i
-
-
i
i

一

ぃ

;

l

L

「

昔

、

そ

う

て

一

発

課

へ

)

一

一

1

l

i

一

生

後

2

1

2

誕

生

ま

で

の

方

。

-
1
4
1
1
i
y
F
1
i
l
i
-
-
1
1
4

一

あ

っ

た

の

か

な

l

」

と

い

ろ

イ

一

一

二

話

相

談

と
に
か
く
、
避
け
て
い
る
者
一
メ
ジ
を
お
こ
さ
せ
る
の
で
、
一
門
新
採
用
〕
一
一
一
l
i
l
i
-
-
一
母
子
手
帳
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

一

l

一

浦

上

恵

美

子

(

総

務

号

、

宇

J

I

l

l

i

-

-

|

|

叶

|

|

に
は
避
け
る
気
で
通
っ
て
く
だ
て
」
の
ν
!
ン
も
大
変
定
評
が
…
の
一
菊
地
洋
一
宣
言
δ
、

立

脇

二

と

手

一

受

付

時

間

一

と

一

γ

|

ι

さ
い
0
2
拾
っ
た
私
、
衷
心
一
り
ま
す
ね
。
l
以
下
省
略
一
順
次
(
公
営
事
業
課
)
ー
二
|
|
|
「
i
l
l
-
-

「l
i

l

i

-

-

ー

ー

ー

よ
り
く
れ
ぐ
れ
も
お
願
い
中
し
一

0

0

0

一

-
U引

U
U
h
二

河

川

|

円

f同
ー

ト

民

間

陣

品

|

一

弘

顧

繍

謝

薗

翻

闇

錫

欝

舗

炉

一

一

グ

一

行

i
日

一

櫛

生

隣

保

館

上

げ

ま

す

。

一

一

塾

講

議

議

議

議

鷲

野

一

な

ぜ

、

当

町

の

議

離

麟

麟

髄

醸

喝

一

一

1

1

1

1

1

1

一

(

ω

満

初

才

以

上

の

方

全

員

一

曲

一

毘

年

踊

り

が

?

?

?

日

辻

医

院

二

一

ー

ほ

崎

信

|

一

@

現

在

医

師

の

治

療

を

受

け

て

い

る

方

は

除

く

一

泊

日

石

村

医

院

二

@

ω

才

以

上

の

方

て

老

人

手

帳

を

持

っ

て

い

る

方

は

ご

持

参

一

尚

一

一

旦

年

踊

り

が

な

ぜ

日

本

の

日

一

四

日

米

川

医

院

一

下

さ

い

。

一

の

式

典

と

い

う

よ

ラ

な

大

そ

れ

一

刀

日

岡

田

医

院

一

一

」

l

i

1

l

i

l

i

-

-

i

}

|

|

J

i

l

l

一

宮

一

一

一

と

き

一

受

付

時

間

一

と

こ

ろ

一

該

当

地

区

一

一

一

L

一

一

?

・

叩

一

?

t

t

刊

一

公

民

館

出

海

支

館

出

海

地

区

一

一

引一

L

一
一
|
レ
一

rLlr隣同
戸

時

円

買

地

区

ー

一

一

一

ゴ

ら

ら

二

M
一

日

・

初

l

村

山

一

公

民

館

相

生

支

館

一

大

和

地

区

一

一

三

削

広

塾

か

か

一

一

到

引

U
川

川

」

柴

州

型

倒

」

菊

地

図

一

一

三

、

備

智

裁

算

月

月

三

川

一

一

一

川

[JM什
阿

川

門

刊

凶

闘

閣

岡

阿

川

同

〕

川

間

|

|

|

j

一

恥

一

議

明

洋

珠

8

8

「

国

同

い

加

川

出

ト

陸

自

信

L
E地
区

j

i

l

一

矢

一

日

一

一

一

時

一

一

一

号

訊

悶

久

町

耳

町

平

沢

屋

耐

浦

一

一

一

同

時

開

め

|

一

切

才

以

上

の

婦

人

の

希

望

者

一

三

一

国

部

小

出

出

必

仁

寺

駒

削

引

下

須

加

昭

沖

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一

切

一

軒

一

と

ま

一

受

付

時

間

一

と

こ

ろ

一

嶋

一

号

号

白

羽

田

臼

“

日

開

汁

引

"
u
m
m

必

“

二

町

-
L
間

引

叫

|

|

一

劃

岡

町

同

商

品

|

{

一

川

一

清

番

9

7

4

5

7

6

7

7

1

5

4

2

6

h

川

開

閉

門

一

-

回

目

岡

阿

川

一

;

-

h
k

一

箭

行

一

枝

助

幸

月

一

雄

男

夫

耳

目

勉

男

己

一

一

宮

古

川

町

一

@

現

庄

妊

婦

の

方

全

員

一

一

一

邑

名

正

淳

豊

之

啓

五

忠

増

覚

鐙

芳

一

一

l

I

l

l

i

-

-

。

将

来

母

親

と

な

ら

れ

る

方

放

E
L宮
田

下

本

野

田

中

岡

在

日

一

|

@

経

産

婦

川

i
l

卒罷

いミ話完

和45年8月20日

世:>

ね

L
V
 

届
岬
N
V

挺
[

ミ1¥

さ
る
五
月
二
十
五
日
午
前
十

一
時
前
の
こ
と
で
す
。
町
内
小

浦
側
の
道
路
を
通
っ
て
大
和
の

目
宅
へ
帰
る
途
中
、
清
水
の
長

浜
陸
運
車
庫
の
前
で
、
う
し
ろ

か
ら
来
た
軽
四
輪
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
か
な
り
の
ス
ピ
ー

ド
で
左
側
を
走
っ
て
来
ま
し

た
。
自
転
車
の
私
は
、
こ
れ
は

ス
ν
ス
レ
に
来
る
グ
と
気
づ
台
、

道
路
の
最
端
へ
よ
け
た
と
た
ん

か
ヤ
ラ
レ
タ
グ
μ
と
思
っ
た
瞬
間

目
が
く
ら
み
、
そ
の
ま
ま
川
へ

落
ち
た
も
の
で
し
ょ
う
Q

気
が

つ
い
て
無
我
夢
中
で
浮
ぎ
上
が

り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
さ
お
に

救
わ
れ
気
分
を
落
ち
着
け
て
お

り
ま
す
と
、
さ
お
の
下
に
光
る

物
が
あ
る
の
に
気
づ
ま
ま
し
た

よ
く
見
る
と
、
そ
れ
は
自
分
の

二宮政夫 (73才)

上老松

自
転
車
で
し
た
。
命
を
拾
っ
て

見
る
と
自
転
車
が
ほ
し
く
な
り

一
応
道
路
へ
卜
一
が
っ
て
と
び
口

を
借
り
る
よ
り
ほ
か
に
す
べ
も

な
い
の
で
、
足
掛
り
の
な
い
石

垣
を
よ
じ
登
り
、
一
群
の
草
に

力
を
借
り
て
や
っ
と
道
路
に
は

い
上
が
り
ま
し
た
。
近
く
の
家

に
と
び
口
を
借
り
に
行
き
ま
す

と
人
様
が
驚
い
て
四
、
五
人
が

出
て
来
ら
れ
、
自
転
車
を
上
げ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
り
が
た

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
Q

そ
の
夜
は
眠
れ
ず
静
か
に
考

え
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
わ

ざ
わ
ぎ
避
け
て
い
る
ほ
う
へ
来

ら
れ
た
の
で
は
危
険
千
万
、
い

っ
た
い
そ
れ
な
ら
ど
こ
を
通
れ

ば
よ
い
の
か
途
方
に
暮
れ
る
o

む
し
ろ
あ
の
道
路
の
よ
ラ
な
場

合
(
一
方
が
川
な
ど
の
場
合
)

は
白
転
車
も
右
側
通
行
に
し
て

ほ
し
い
と
息
ラ
、
と
い
っ
て
簡

単
に
法
規
を
変
え
ら
れ
る
も
の

で
も
あ
る
ま
い
。
き
す
れ
ば
運

転
手
の
方
の
良
識
を
ま
つ
よ
り

ほ
か
は
な
い
で
し
ょ
う
。

まの次

5 
せ方の
んはよ

才 o f妾う 事
児検診

種な

でき 症状 月
お
よ 432  保び

、

手L
産婦妊 アレ 病後 がと 糖尿病患 有熱 櫨幼

児検 ノレ衰不適 患

事る自主今〉、 ギ1者弱当者 者

体質 まと 心
霊長の たは認め澗気臓血管

方著る患 言十し疾病 者系
まい

E覇た栄養にそ臓腎
はかの

け害者障か他医 ま 雪量し、っ tc.
れ て師は
ん いが肝

体質性 る接予防 臓方。 に

穫疾患の
方 をの

行あ
なる
う方
し〉ーー

E皮
5
才
児
検
診
該
当
者
は
除
く
昭
和
制
年
旬
月
1
日
か
ら
昭
和
犯
年
9
月
初
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

乳
幼
児
検
診
該
当
者
は
昭
和
村
年
中
に
生
ま
れ
た
方

初
回
ジ
フ
テ
リ
ノ
ャ
、
百
日
咳
、
破
傷
風
混
合
予
防
接
種
該
当
者
は
昭
和
村
年
7
月
1

日
か
ら
昭
和
布
年
6
月
白
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

昭
和
川
何
年
度
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

料

金

無

料
{易

風

。@@  ⑤⑤  


